
歩いて健康に．ノウォーキングを楽Lむ 

6 月13日、「歩こう津軽鉄道沿線ウォーク』へ大人と子供計60名が参
加し、津軽鉄道五所川原駅から約25km先の津軽中里駅を目指しました。 

朝7時30分スタート。当日は晴天に恵まれ、気温も高く、参加者には
厳しいコンディションとなりましたが、緑豊かな発珠山脈や田園風景の
中を自分の体調に合わせながら歩く人、軽快なリズムで歩く人など参加
者は、さわやかな汗を流していました。 

休憩地の斜陽館前では、観光客と太宰について語り合う参加者も見ら
れました。芦野公園で昼食をとり、午後 2時30分、最終目的地の津軽中
里駅へ無事全員が到着しました。 

   

あい昼食会＆蘇 

、 
食べて0 笑って0 拍手喝采0 

6月17日、中央公民館において、金木町社会福祉協議会（会長＝角田
昭次）と金木町連合婦人会（会長＝福山初枝）共催による『ふれあい昼
食会』並びに『町連合婦人会芸能発表会』が開催されました。この事業 

‘、‘“．、Vt 血舞麓駄総為議艦撃鷺説誘談繋 lJ) 
l 回は約120名を招待しました。芸能発表の前に、金木警察署の関重雄交通課長から『高齢者の交通安全対策 

I について』と題した講話があり、夜間に自動車等から確認しやすい反射シールを参加者全員に配布しました。 
I 続いて、連合婦人会員が日頃から一生懸命練習した歌と踊りが披露され、会場からは盛大な拍手が送られ 
I ていました。また昼食時間になると、会員が丹精こめて調理した手作り弁当を手渡し、参加者一同は 「とて 

、もおいしい」と舌鼓を二ち、一日楽しんごいました。  

r 
全国大会出場おめでとう 

●，‘ 

全国小学生学年別柔道大会県予選会 5年体重別で優勝した田中千智さ

ん（嘉瀬小 5年・金木柔道スポーツ少年団所属）が 6月18日、優勝報告
のため鳴海町長を訪れました。 
県内各地の有望選手が競い合う大会で優勝し、全国大会出場を決め、 

今信夫校長とコーチの金本敬夫さんと一緒に訪れた千智さんは「練習は

ノへ 	楽しいです。将来はオリンピック選手になりたい。」 と抱負を話し、全国 
大会での活躍を鳴海町長へ誓いました。 

、 

r壊される外灯ノ被害続th0 
マナーはどこへ？ 

  

オ
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ト
キ
ャ
ン
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場
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オートキャンプ場の外灯や芦野公園内のトイレ照明器
具などが相次いで壊される被害が発生しています。 

圏これまでの被害状況 
●オートキャンプ場外灯やトイレ照明器具、鏡。進入禁
止内への車の乗り入れなど。 

●芦野夢の浮橋係留杭灯や外灯、落下防止柵破損。 
●芦野公園内トイレの鏡、網戸、トイレペーパー入れ破
損など。 

 

田了Rユ Aなの公園●す。 
IL -ILを守()大t一l二中りいましょう。 
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川倉ふれあいセンター農産物加工部会（会長＝ 
白川サツ）が、地元産そば粉を使用した「そばも

ち」 「そばョシ餅」を開発
した。 

観光客に喜ばれるおふく
ろの味を目指して開発され
た商品は、地場産農産物が
使用され、そばョシ餅・そ
ばもちとも 1パック 2個入 

100円。観光客で賑わう観
光物産館前で販売。 

、 

I 色鮮やかなさつき満開 

I かなぎ皐樹会主催（会長＝鳴海繁貴）のさつき展示会が 6月19日～20 ニ二霜馨響二ひ 
I 日の 2 日間、金木タウンセンター中央出入り口ホールで開催されました。芭三眼慧弱冒I 
I 当センえーへ買物に訪れたお客さんは、会員が大事に育てた色鮮やか ~二‘ 
I な見事な「さつき盆栽』約30鉢に目を奪われ、一鉢一鉢熱心に観賞して 
I いました。一鉢数10万円という高価なさつき盆栽も展示されおり、さつ 
I き盆栽愛好家たちの注目となっていました。 
I 開催 2日間、先着100名（計200名）に無料配布しな『さつきの苗木』は、 
I 午前中に無くなるという人気だった。鳴海会長は~来年も、多くの方々 
I が喜んでいただける盆栽を育てたい」と話してた。 

町連合PTA研修会聞催 

家庭の教育力を高めるために『我が子のたくましい成長を願って』を
主題に 7月 3日、中央公民館で町連合PTA主催（会長＝金津栄）によ

る研修会が開催された。 
会長は「教育の原点は家庭にある。家庭内では大いに子どもと語り合

う機会をつくってほしい」とあいさつ後、角田助役が「子どもは日本の宝。 
すくすく育つ環境づくりが大切」と祝辞を述べた。 
講演者で招かれた臨床心理士蝦名享子氏は『親・大人が、今できるこ

と～子どもの自立をめざして～』を演題に、プロジェクターを使用しな
がら、様々な心の問題を抱えた子どもたちの対処法などをPTA関係者60 
名へ的確にアドバイスをしていた。 

” 	 ~ 

園児たちが茶道の心を学ぶ 

金木幼稚園（園長＝片岡八千雄）の園児たちが 7月 5日、遠州流金木
支部長西沢宗美宅で遠州流茶道こども塾の茶道体験を行いました。 
指導してくれた方は、前日の茶道遠州会青年部発足合同（金木・木造・

五所川原東）記念献茶式に出席し、お点前をご披露した遠州茶道宗家13 
世家元不博庵小堀宗実氏です。家元は、園児たちにやさしく、わかりや
すく指導していました。 

園児たちは、普段とは違う時間を過ごす中「お先にいただきます。」「大
変結構です。」「ごちそうさまでした。」とあいさつをしていた。家元は「他
人への思いやりと感謝の心を身に付けてほしい。」と述べていました。 

  

美化活動に・・・ 
ノ 

新商品開発で活性化 
,IBt'i」 -」 )」，、 

6 月18日、日本たばこ
産業株式会社から 「たば
こポイ捨てのクリーン作
戦と美化活動に役立てて
ください」と町へ灰皿 2 
基が寄贈されました。寄
贈された灰皿は、津軽三

味線会館玄関と駐車場へ
設置され、観光バスの乗
務員、添乗員などから喜
ばれていました。 

広報か倉守●鉾z月暑 



ふるさと金木町はこの先どうなるのつ在京の出身者も注目しています。 	Vol.24 
1年が過ぎるのは早いもので、「ふるさと・東京金木会」の総会（ 7 月 4 日開催）の報告の時期がきま

した。場所は今年も東京中野サンプラザで、会員約100名、郷里金木町からのゲスト、在京青森県内の各
市町村出身者の会代表の方々約50名をお招きして盛大に開催されました。 
今年は11回目ですが、故郷から町長さんや町議会議員の皆さんに出席いただいて開催する最後（?）の総

会ということもあり、総会に引き続く懇親会（これが主役）、 2 次会 3 次会や同期会などとハシゴを重ね
る会員たちで、昨年の10周年記念総会にも劣らない盛り上がりでした。 

金木町商工会のご協力により出展して頂いた郷土産品は、昨年よりは控えめだったことから、瞬く間
に完売となってしまいました。持ち帰った会員の皆さんの食卓の様子が想像されます。（ひとくさりウン
チクをたれ、「めがら食ってみろ・・・」 とやってたのでは）また、公務ご多忙の中ご出席いただいた鳴海
町長、中谷町議会議長ほか議員の皆さん、町役場の関係者の皆さん、ご支援・ご協力ありがとうございま
した。 

出席された会員の皆さんの関心はやはり 「ふるさと金木町の行く末は？・・・」でした。鳴海町長から、 
「十三湖町の誕生」が御破算になった経緯、五所川原市との合併協議開始の説明をいただきましたが、こ
の先、わが町、わがふるさとはどうなって行くのか？という 
気持は払拭できなかったようです。今後の動向に注目してい 主L ー 1 きニー」＝ーー 	 ’二~一一 

きたしうと思っております。 
いずれにしても、来年春には金木町は無くなることでしょ f’・ , ーこ‘、一 了 

うから「ふるさE ．東京金木会了も肩11歳にしそ親寵れEる 誓誠iI競ち盛か・Aが．t 'j難 
ります。再任された工藤会長の陣頭指揮の下にふるさとの隆 一’血か、買謝,' 
盛を願い、これまでに培われた紳を大切に会員諸氏の心の拠 、“ ’ 一、‘I 
り所になれるよう頑張っていくことを誓い合いました。先般

亡くなったルイ・チャールズの不朽のヒットソング「わが心

のジョージア」風に、 [Kan昭I on my mind」を合言葉に・・・・。 

【広報担当】松尾修治記】 

【東京ふるさと金木会事務局】 〒17O-OOO2 東京都豊島区巣鴨 1-3-22 アドニス天野 2F 
加藤税理士事務所内 	TEL 03-3942-8825・FAX 03-3942-9171 
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便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

国
民
年
金
保
険
料
を
毎
月
納
め
に
行
く
時
間
が
な
か
な
か
と

れ
な
い
で
い
る
方
や
、
つ
い
う
っ
か
り
し
て
、
保
険
料
を
納
め

忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
あ
る
方
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
口

座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

一
度
の
手
続
き
で
、
指
定
さ
れ
た
ロ
座
か
ら
毎
月
保
険
料
が

引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
を
防
ぎ
、
手
間
と
時
間

が
省
け
ま
す
の
で
と
っ
て
も
便
利
で
す
。
 

申
し
込
み
方
法
は
、
納
付
案
内
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
国
民

年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
押
印

の
う
え
、
希
望
す
る
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
お
手
元
に
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
申
出
書

が
な
い
場
合
に
は
、
金
融
機
関
に
も
国
民
年
金
保
険
料
納
付
申

出
書
が
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
通
帳
、
印
鑑
、
納
付
書

を
持
参
し
て
希
望
す
る
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、

寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

現
況
届
は
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
よ
う
。
 

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
毎
年
一
回
、
そ
の
方
の

誕
生
月
に
現
況
届
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
 

現
況
届
は
、
現
在
受
け
て
い
る
年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
権

利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
書
類
で
す
。
 

住
所
、
氏
名
等
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
誕
生
月
の
月
末
ま

で
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

必
要
事
項
の
記
入
も
れ
や
誕
生
月
の
月
末
ま
で
に
提
出
さ
れ

な
い
と
年
金
が

一
時
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

期
限
は
守
っ
て
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
誕
生
月
の
中
頃
に
な
っ
て
も
現
況
届
が
送
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、

寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
年
金
を
受
け
て
か
ら

初
の
誕
生
月
に
は
現
況
届
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

ふるさと金木 
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伽
血
性心疾
患と
は員
 

冠
動
脈
の
動
脈
硬
化
が
進
み
、
 

血
管
が
次
第
に
狭
く
な
る
と
血
液

が
十
分
送
ら
れ
ず
、
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
心
臓
が
酸

素
不
足
の
状
態
に
陥
り
ま
す
b
 こ

れ
を
虚
血
性
心
疾
患
と
呼
び
、
狭

心
症
と
心
筋
梗
塞
が
そ
の
代
表
的

な
も
の
で
す
。
 

狭
心
症
と
心
筋
梗
塞
の
違
い
は

狭
心
症
で
は
酸
素
不
足
の
状
態
が

一
時
的
で
回
復
す
る
の
に
対
し
て
、
 

心
筋
梗
塞
は
血
栓
な
ど
で
冠
動
脈

が
完
全
に
閉
塞
し
、
そ
の
先
の
血

流
が
途
絶
え
、
心
筋
が
壊
死
を
起

こ
す
も
の
で
、
心
臓
に
大
き
な
障

害
が
残
り
ま
す
。
 

虚
血
性
心
疾
 
ー
は

郵
 

狭
心
症
の
発
症
に
は
、
冠
動
脈
 

の
粥
状
動
脈
硬
化

（
ア
テ
ロー
ム
 

硬
化
）
に
よ
る
器
質
的
狭
窄
と
挙

一

縮

（
痩
挙）
が
、
様
々
の
程
度
で
 
一

関
与
し
て
い
ま
す
。
 

一
 

一
虚
血
性
心
痴
恵回
囲
姻・
一
 

一
  

①
痛
み
を
感
じ
る
場
所
 

一
 

胸
の
中
央
、
左
胸
部
、
左
肩
、
 

首
、
み
ぞ
お
ち
な
ど
。
胸
痛
が
一屑

か
ら
腕
な
ど

へ
広
が
る
（
放
散
）
 

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

②
痛
み
の
性
質
 

締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
抑

え
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
重
苦
し

い
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
痛
み
で

す
。
胸
や
け
、
肩
凝
り
、
歯
痛
な

ど
が
主
な
症
状
の
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
 

③
痛
み
の
続
く
時
間
 

狭
心
症
は
数
分
か
ら
十
分
く
ら

い
で
す
。
心
筋
梗
塞
は
数
時
間
で

す
。
 

狭
心
症
発
作
時
の
症
状
は
患
者

さ
ん
に
よ
っ
て
異
な
り
、
非
常
に

多
彩
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
心
臓
の

病
気
と
思
わ
な
い
患
者
さ
ん
も
多

く
、
自
己
判
断
は
禁
物
で
す
。
 

特
に
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
で
は

神
経
障
害
に
よ
り
痛
み
の
な
い
虚

血
発
作
（
無
痛
性
心
筋
虚
血
）
や
、
 

心
筋
梗
塞
に
な
っ
て
も
全
く
痛
み

が
な
く
軽
い
息
切
れ
程
度
の
症
状

の
場
合

（
無痛
性
心
筋
梗
塞
）
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

狭
心
症
の
タ
イ
 

発
作
の
起
こ
り
方
に
よ
り
大
き

く
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
 

①
労
作
狭
心
症
 

階
段
を
昇
っ
た
り
、
会
議
中
の

ス
ト
レ
ス
な
ど
日
常
の
動
作
中
ま

た
は
そ
の
直
後
に
起
こ
る
タ
イ
プ
。
 

②
安
静
狭
心
症
 

睡
眠
中
や
安
静
時
に
起
こ
る
タ

イ
プ
。
 

一
方
、
心
筋
梗
塞
に
移
行
す
る

危
険
度
か
ら
み
る
と
、
初
め
て
狭

心
症
の
発
作
が
出
現
し
て
か
ら
二

週
問
以
内
の
新
し
い
狭
心
症
（
労

作
お
よ
び
安
静
狭
心
症
）
、
そ
れ

に
胸
痛
発
作
の
回
数
、
強
さ
、
持

続
期
間
が
増
加
し
発
作
が
起
こ
り

や
す
く
な
っ
た
も
の
は
不
安
定
狭

心
症
と
呼
び
、
心
筋
梗
塞
に
移
行

し
や
す
い
狭
心
症
と
し
て
臨
床
的

に
も
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

治
療
方
法

・
・ー
ー
 

狭
心
症
の
患
者
さ
ん
は
日
常
生

活
が
大
き
く
制
約
さ
れ
ま
す
。
狭

心
症
の
治
療
の
目
的
は
、
ま
ず
発

作
を
予
防
し
運
動
能
力
（
運
動
耐

容
能
）
を
向
上
さ
せ
、
生
活
の
自

由
度
を
高
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、

狭
心
症
は
き
ち
ん
と
治

療
一
管
理
し
な
い
と
突
然
心
筋
梗

塞
を
起
こ
し
命
を
落
と
す
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

へ
 

心
筋
梗
塞
へ
の
移
行
を
防
ぐ
こ

と
も
治
療
の
大
き
な
目
的
で
す
。
 

治
療
は
生
活
習
慣
の
改
善
と
薬
物

療
法
が
基
本
に
な
り
ま
す
が
、
よ

り
積
極
的
な
治
療
法
と
し
て
バ
ル
 

ー
ン
等
を
用
い
て
冠
動
脈
の
狭
窄

部
位
を
拡
張

（
経皮
的
冠
動
脈
形

成
術
）
し
た
り
、
バ
イ
パ
ス
を
つ

く
る
と
い
っ
た
血
行
再
建
療
法
を

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

或
利
『
「刃
列
引川
が
が
善
了
 

冠
動
脈
の
動
脈
硬
化
は
、
様
々

の
因
子
が
複
雑
に
影
響
し
あ
っ
て

進
行
し
ま
す
。
こ
う
し
た
因
子
を

危
険
因
子
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
 

危
険
因
子
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
血
症
、
高
血
圧
、
喫
煙

は
三
大
危
険
因
子
と
呼
ば
れ
、
修

正
可
能
で
あ
り
特
に
重
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

ま
た
、
糖
尿
病
、
血
中
の
ホ
モ

シ
ス
テ
イ
ン
濃
度
、
肥
満
、
ス
ト

レ
ス
、
攻
撃
的
な
性
格
な
ど
も
修

正
可
能
な
危
険
因
子
と
し
て
重
要

で
す
。
そ
の
他
、
修
正
不
可
能
な

危
険
因
子
と
し
て
は
男
性
、
加
齢
、
 

家
族
歴
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
因
子
を
持
っ
た
人
は
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
改
善
に
留
意
し
、
危

険
因
子
を
減
ら
す
よ
う
努
カ
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
高
 
 

血
圧
、
喫
煙
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で

も
虚
血
性
心
疾
患
の
危
険
因
子
と

し
て
重
要
で
す
が
、
こ
れ
ら
が
あ

わ
さ
る
と
そ
の
危
険
度
は
相
乗
的

に
高
く
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 
以
下
の
危
険
率
は
お

お
よ
そ
の
数
字
で
す
。
 

⑥
虚
血
性
心
疾
患
に
な
る
危
険
率
 

高
脂
血
症
 

4
倍

高
血
圧
症
 

3
倍

喫
 

煙
 

2
倍

高
脂
血
症
＋
糖
尿
病
 

1
6倍

高
脂
血
症
＋
高
血
圧
症
 
1
6倍

高
血
圧
＋
高
脂
血
症
十
喫
煙
 

1
6倍
 

・

高
脂
血
症
＋
糖
尿
病
＋
高
血
圧

症
 

3
2倍
 

、
ー
 
．

司
I
l
！
り1
'.!
‘

ー
，
 

‘
ー
、
 今

回
は
狭
心
症
を
中
心
に
虚
血

性
心
疾
患
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
が
紙
面
の
都
合
そ
の
他
の
治
療

法
や
日
常
生
活
の
注
意
点
は
省
略

し
ま
し
た
。
危
険
因
子
の
対
処
法

は
以
前
の
広
報
を
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
何
か
分

か
ら
な
い
点
や
気
に
な
る
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

  

、
 

 

雄
晴
諜
 

 

）
ひ
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―乙マコ 

) 婦『 戸鯛⑩懸 E 

（熱め歪とゴっ 
はやと 

中 田 	隼（紀 人）金 	木 
ここな 

泉 谷 	想（ 聡 ）金 	木 
あや 	か 

平 川 綾 夏（清 人）金 	木 

〔 おしあわせに 》 

！高 橋 成 明（浩一）鶴田町 

、成 田 陽 子（成雄）喜良市 

！脇 神 	忍（功作）喜良市 

、原 	和歌子（良造）五所川原市 

ノ泉 谷 友 孝（佳世）川 	倉 

、木 村 加奈子（章）五所川原市 

！中 村 

、津 田 和 希（園明）嘉 	瀬 

片おくゃ み加 

米 谷 甚九郎（ 93才）喜良市 

小山内 	トミx ( 73才）嘉 	瀬 

須 崎 繁 男（ 76才）嘉 	瀬 

秋 元 し み（ 97才）川 	倉 

秋 谷 り 	っ（ 66才）金 	木 

白 川 清 水（ 76才）金 	木 

中 谷 ク 	ニ（ 96才）川 	倉 

伊丸岡 テ ッ（ 80才）喜良市 

中 村 正 俊（ 74才）嘉 	瀬 

土 岐 セ ッ（ 67才）嘉 

津 田 誠 一（ 71才）嘉 	瀬 	i 

この欄は金木町に住所を有している方々を掲載しています。 
＼掲載を希望しない方は町民課窓口に届出の際申し出てください。／! 

~、、 

( 

6月末現在 

男 	5, 490人 

女 	6, 121人 

計 11, 611人

世帯数 4,080 

前年同月比

△ 86人

△ 73人

△ 159人 

0 

金木夏まつり 

◆い つ 7月30日（金）~8月1日（日） 

◆どこで 津軽三味線会館屋外ステージ 

川倉費の河原地蔵尊例大祭 

◆い つ 8月7日（土）-8月9日（月） 

◆どこで 川倉賓の河原境内 

r 

早
く
一
緒
に
遊
ぼ
う
ね

ー
 

や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ね

ー
 

元
気
で
明
る
い
子
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
 

（
姉
 
楓
・
葵
・
和
よ
り
）
 

（
父
 聡
よ
り
）
 

（
母
 
千
晴
よ
り
）
 

中

田
 

隼

く
ん
 

(
5月
2
6日
生
）
 

泉
谷
 
想
ち
ゃ

ん
 

(
5月
2
6日
生
）
 

平

川
綾

夏
ち
ゃ
ん
 

(
6月
9
日
生
）
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